
全
農
グ
ル
ー
プ
会
社
探
訪

　
　
　
　株
式
会
社
え
ひ
め
飲
料（
広
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調
査
部
）

「スマート みどりくんⓇ」
 2020年農業技術10大ニュースに選定
（営農・技術センター肥料研究室）

ドライブシアター形式の展示会初開催
（茨城県本部）

「アグリチャレンジ２０２０」開催
（富山県本部）

全国Ａコープ協同機構が
ＳＤＧｓ対応方針策定（くらし支援事業部）

ＴＡＣパワーアップ大会２０２０開催
（耕種総合対策部）

「お米甲子園」最高金賞の
山形県立置賜農高に全農賞
（米穀部）

東北６県の花の詰め合わせ
「東北六花」EC販売
（東北営農資材事業所・東北６県本部）

ＪＡタウンショップ紹介
　ＪＡ全農えひめ直販ショップ
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Web版JA全農ウィークリーは
こちらから
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皆さまからの温かい応援ありがとうございました。
全日本卓球選手権大会  女子シングルス優勝  石川佳純（全農）
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News!

News!

「スマート みどりくんⓇ」 2020年農業技術10大ニュースに選定

ドライブシアター形式の展示会初開催

簡易土壌分析ツールに高い評価

共同購入トラクター（中型）も県内初披露

営農・技術センター肥料研究室

茨城県本部

　
営
農
・
技
術
セ
ン
タ
ー
肥
料
研
究
室
が
開
発
し
た
簡
易
土
壌
分
析

ツ
ー
ル「
ス
マ
ー
ト 

み
ど
り
く
ん
Ⓡ
」が
、農
水
省
農
林
水
産
技
術
会
議

の「
2
0
2
0
年
農
業
技
術
10
大
ニ
ュ
ー
ス
」に
選
定
さ
れ
ま
し
た
。

　
茨
城
県
本
部
は
3
密
を
避
け
た
新
し
い
生
活
様
式
に
合
わ
せ
た
展
示

会
と
し
て
、ド
ラ
イ
ブ
シ
ア
タ
ー
形
式
の
農
機
シ
ョ
ー「
J
A
&
ク
ボ

タ 

ド
ラ
イ
ブ
イ
ン
農
機
シ
ョ
ー
2
0
2
0
」を
、昨
年
11
月
に
県
内
生

産
者
向
け
に
初
め
て
開
き
、当
日
は
1
0
4
人（
車
47
台
）が
参
加
し
ま

し
た
。

　「
農
業
技
術
10
大
ニ
ュ
ー
ス
」

は
、そ
の
年
に
新
聞
記
事
と
な
っ

た
農
林
水
産
研
究
成
果
の
中
か

ら
、
内
容
が
優
れ
社
会
的
関
心

も
高
い
と
考
え
ら
れ
る
成
果
を

農
業
技
術
ク
ラ
ブ
の
加
盟
会
員

に
よ
る
投
票
を
得
て
選
定
さ
れ

る
も
の
で
す
。

　「
ス
マ
ー
ト 

み
ど
り
く
ん
Ⓡ
」

　
会
場
に
は
2
7
0
イ
ン
チ
の

大
型
モ
ニ
タ
ー
を
設
置
し
、
来

場
者
は
モ
ニ
タ
ー
前
に
自
家
用

は
昨
年
7
月
に
販
売
を
始
め
ま

し
た
。
土
壌
養
分
濃
度
を
示
す

試
験
紙
を
目
視
で
判
定
し
て
い

た
と
こ
ろ
を
、「
ス
マ
ー
ト 

み
ど

り
く
ん
Ⓡ
」を
使
う
と
分
析
値
が

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
に
表
示
さ
れ
、

客
観
的
に
判
断
で
き
ま
す
。
こ

の
よ
う
に
簡
単
に
分
析
結
果
に

基
づ
い
た
施
肥
管
理
が
で
き
る

点
が
、評
価
さ
れ
ま

し
た
。

　
こ
れ
を
機
に「
ス

マ
ー
ト 

み
ど
り
く

ん
Ⓡ
」を
、
よ
り
多

く
の
人
に
利
用
い

た
だ
く
こ
と
で
、現

場
の
土
づ
く
り
と

適
正
な
施
肥
に
貢

献
し
て
い
き
ま
す
。

車
を
駐
車
。
車
載
F
M
ラ
ジ
オ

を
通
じ
て
生
放
送
を
聴
き
な
が

ら
農
機
シ
ョ
ー
に
参
加
し
ま
し

た
。参
加
者
は
、車

内
か
ら
共
同
購
入

ト
ラ
ク
タ
ー
第
2

弾
「
S
L
3
3
L

（
製
造
元
：
株
式

会
社
ク
ボ
タ
）」の

県
内
初
披
露
や
新

型
農
機
紹
介
、
公

道
走
行
規
制
緩
和

に
伴
う
案
内
、
大

型
特
殊
免
許
の
取

得
啓
発
な
ど
の
講

習
を
受
け
ま
し

た
。

　
参
加
者
の
自
家

用
車
の
前
を
紹
介

し
た
実
機
が
走
行

す
る
な
ど
、
ラ
イ

ブ
感
覚
で
観
覧
い

た
だ
き
ま
し
た
。

簡
易
土
壌
分
析
ツ
ー
ル「
ス
マ
ー
ト 

み
ど
り
く
ん
Ⓡ
」

大
型
モ
ニ
タ
ー
が
設
置
さ
れ
た
会
場

お問い合わせ先は
こちら

【メール】

zz_zk_sumamidori
@zennoh.or.jp
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News!

News!

「アグリチャレンジ２０２０」を開催

全国Ａコープ協同機構がＳＤＧｓ対応方針を策定

各社の最新農機を多数展示

四つの取り組みで数値目標

富山県本部

くらし支援事業部

　
富
山
県
本
部
と
富
山
県
J
A
グ
ル
ー
プ
は
昨
年
12
月
11
、12
の
両
日
、

富
山
市
の
富
山
県
産
業
展
示
館（
テ
ク
ノ
ホ
ー
ル
）で
、担
い
手
経
営
体

を
対
象
に「
ア
グ
リ
チ
ャ
レ
ン
ジ
2
0
2
0（
担
い
手
農
業
機
械
展
示

会
）」を
開
き
ま
し
た
。2
日
間
で
約
1
9
0
0
人
が
来
場
し
ま
し
た
。

　
全
農
が
事
務
局
を
務
め
、全
国
13
の
A
コ
ー
プ
運
営
会
社
が
加
入

す
る「
全
国
A
コ
ー
プ
協
同
機
構
」は「
全
国
A
コ
ー
プ
協
同
機
構

S
D
G
s
対
応
方
針
」を
策
定
し
ま
し
た
。国
連
が
定
め
た
S
D
G
s
目

標
の
実
現
に
向
け
、数
値
目
標
を
定
め
て
取
り
組
み
を
進
め
ま
す
。

　
5
年
目
と
な
る
今
回
は
、
主

穀
作
用
大
型
農
業
機
械
を
中

心
に
約
5
0
0
点
展
示
し
た

他
、
低
コ
ス
ト
・
省
力
化
に
役

立
つ
肥
料
・
農
薬
な
ど
生
産
資

材
の
情
報
提
供
や
、「
生
産
者
・

J
A
な
ど
全
国
1
万
人
の
声

を
反
映
し
た
共
同
購
入
ト
ラ
ク

タ
ー
第
2
弾
」、「
高
機
能
・
高

性
能
な
富
山
県
J
A
グ
ル
ー

プ
い
ち
お
し
ト
ラ
ク
タ
ー
」、

最
新
農
業
用
ド
ロ
ー
ン
を
は
じ

　
J
A
全
中
が
昨
年
5
月
に

発
表
し
た「
J
A
グ
ル
ー
プ

S
D
G
s
取
組
方
針
」を
踏
ま

え
、
全
国
A
コ
ー
プ
協
同
機
構

と
し
て
の
取
り
組
み
を
定
め
た

も
の
で
す
。昨
年
11
月
に
同
機
構

が
開
い
た「
令
和
2
年
度
第
2
回

経
営
会
議
」で
策
定
し
ま
し
た
。

　
国
連
が
定
め
た
S
D
G
s
の

17
の
目
標
の
中
で
、
15
番
に
当

た
る「
陸
の
豊
か
さ
を
守
る
」活

動
と
し
て
、
農
産
物
直
売
コ
ー

ナ
ー
の
取
り
扱
い
拡
大
や
、
農

産
物
直
売
所
と
A
コ
ー
プ
を
一

体
化
し
た
フ
ァ
ー
マ
ー
ズ
型
店

め
と
す
る
ス
マ
ー
ト
農
業
関
連

機
械
の
展
示
や
提
案
を
行
い
ま

し
た
。

　
ま
た
、
県
内
生
産
者
や
流
通

関
係
の
代
表
者
を
招
き
、「
野
菜

導
入
に
よ
る
経
営
複
合
化
の
成

功
へ
の
道
」と
題
し
て
活
発
な
パ

ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が
行

わ
れ
ま
し
た
。来
場
者
の
熱
心
に

聞
き
入
っ
て
い
る
様
子
が
と
て

も
印
象
的
で
し
た
。

　
当
日
は
、「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
拡
大

に
か
か
る
富
山

県
指
針
」に
基

づ
き
、来
場
者
・

ス
タ
ッ
フ
全
員

の
手
指
消
毒
と

検
温
の
徹
底
は

も
ち
ろ
ん
、
3

密
を
避
け
た
レ

イ
ア
ウ
ト
や
動

線
の
確
保
を
工

夫
し
た
上
で
開

催
し
ま
し
た
。

舗
の
出
店
な
ど
で
数
値
目
標
を

定
め
、
積
極
的
に
地
産
地
消
を

進
め
ま
す
。同
じ
く
11
番
に
当
た

る「
住
み
続
け
ら
れ
る
ま
ち
づ

く
り
」と
し
て
、買
い
物
困
難
者

の
支
援
に
向
け
た
移
動
購
買
車

の
運
行
、
店
舗
で
の
利
用
者
懇

談
会
の
実
施
で
も
数
値
目
標
を

掲
げ
て
取
り
組
み
ま
す
。

　
そ
の
他
、
同
5
番
に
当
た
る

「
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
の
実
現
」な

ど
3
項
目
に
関
し
て
も
、
女
性

管
理
職
比
率
の
向
上
や
障
が
い

者
、
外
国
人
の
雇
用
比
率
の
向

上
な
ど
に
つ
い
て
同
機
構
と
し

て
の
数
値
目
標
を
今
後
策
定
し
、

取
り
組
み
を
進
め
ま
す
。

　
今
回
の
方
針
に
基
づ
き
、こ
れ

ま
で
以
上
に
環
境
・
社
会
貢
献

を
果
た
す
と
と
も
に
、農
家
組
合

員
や
消
費
者
、

取
引
先
か
ら

信
頼
さ
れ
る

店
づ
く
り
を

進
め
ま
す
。

多
く
の
来
場
者
が
集
ま
っ
た

最
新
農
業
用
ド
ロ
ー
ン
展
示

熱
心
に
農
業
機
械
を
確
認

す
る
来
場
者

JAファーマーズAコープ街かど畑（佐賀）店
頭で農産物直売コーナーの取り扱い拡大

全国Ａコープ協同機構
ホームページはこちら
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ＴＡＣパワーアップ大会２０２０
活動表彰審査委員会 審査結果 

開会あいさつをする菅野会長

　
今
大
会
は
、「
出
向
く
態
勢
の
強
化
と
Ｊ
Ａ

の
総
合
力
の
発
揮
」、「
環
境
変
化
に
柔
軟
に

対
応
す
る
Ｔ
Ａ
Ｃ
活
動
の
実
践
」、「
Ｔ
Ａ
Ｃ
の

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
強
化
」を
テ
ー
マ
に
、
活
動
表
彰

や
取
り
組
み
事
例
発
表
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。

こ
の
様
子
は
Ｙｏｕ
Ｔｕ
ｂｅ 

Ｌ
ｉｖｅ
で
全
国
に

配
信
し
ま
し
た
。

　
全
農
の
菅
野
幸
雄
会
長
は
冒
頭
の
あ
い
さ
つ

で
、「
担
い
手
か
ら
の
要
望
が
多
様
化
、
専
門

化
し
て
お
り
、Ｔ
Ａ
Ｃ
に
は
地
域
農
業
の
リ
ー

ダ
ー
と
し
て
の
役
割
も
期
待
さ
れ
て
い
る
」、「
地

域
農
業
の
リ
ー
ダ
ー
づ
く
り
に
積
極
的
に
取
り

組
み
、
全
国
の
Ｔ
Ａ
Ｃ
が
よ
り
いっ
そ
う
活
躍
で

き
る
よ
う
最
大
限
支
援
し
て
い
く
」と
述
べ
ま

し
た
。

　
表
彰
式
で
は
、
全
農
会
長
賞
の
Ｊ
Ａ
ぎ
ふ
を

は
じ
め
４
Ｊ
Ａ
を
表
彰
し
た
他
、Ｔ
Ａ
Ｃ
表
彰
で

は
９
人
、
担
い
手
向
け
Ｔ
Ａ
Ｃ
通
信
表
彰
で
は

２
Ｊ
Ａ
を
表
彰
し
ま
し
た
。
ま
た
、
過
去
の
大

会
で
全
国
表
彰
を
３
回
以
上
受
賞
し
、Ｔ
Ａ
Ｃ
の

活
動
を
高
い
レ
ベ
ル
で
継
続
し
て
い
る
Ｊ
Ａ
新
い

わ
て
、Ｊ
Ａ
ふ
く
お
か
八
女
に
つ
い
て
は
、Ｔ
Ａ
Ｃ

ト
ッ
プ
ラ
ン
ナ
ー
ズ
Ｊ
Ａ
と
し
て
表
彰
し
ま
し
た
。

　
事
例
発
表
で
は
、
い
ず
れ
も
Ｔ
Ａ
Ｃ
の
出
向

全国のTACへメッセージを送るJA小松市 橋本TAC

JAおおふなと 中村TAC（右上）による大会宣言

く
活
動
を
起
点
に
、Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
の
総
合
力

を
発
揮
し
て
い
る
取
り
組
み
が
報
告
さ
れ
ま

し
た
。
具
体
的
に
は
、「
Ｚ

－

Ｇ
Ｉ
Ｓ
」な
ど
ス

マ
ー
ト
農
業
支
援
ツ
ー
ル
の
提
案
に
よ
る
栽

培
・
圃
場
管
理
の
効
率
化
や
、
担
い
手
や
実
需

者
の
ニ
ー
ズ
に
沿
っ
た
生
産
振
興
・
新
規
作
物

の
導
入
提
案
、
労
働
力
確
保
に
向
け
た
マッ
チ

ン
グ
支
援
、「
農
家
手
取
り
最
大
化
」の
実
践

な
ど
、
コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
担
い
手
や
地
域
が
抱

え
る
課
題
の
解
決
に
向
け
た
多
様
な
取
り
組
み

事
例
が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

　
受
賞
者
に
よ
る
メ
ッ
セ
ー
ジ
動
画
も
放
映
。

受
賞
Ｔ
Ａ
Ｃ
が
日
頃
の
活
動
に
対
す
る
思
い
や

こ
だ
わ
り
、
全
国
の
Ｔ
Ａ
Ｃ
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を

発
信
し
ま
し
た
。
全
農
所
属
の
卓
球
女
子
日

本
代
表
・
石
川
佳
純
選
手
か
ら
全
国
の
Ｔ
Ａ
Ｃ

へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
動
画
も
届
き
ま
し
た
。
動
画

で
は
日
頃
の
活
動
へ
の
激
励
と
、
担
い
手
と
と

も
に
日
本
農
業
を
さ
ら
に
盛
り
上
げ
て
ほ
し
い

と
の
エ
ー
ル
が
送
ら
れ
ま
し
た
。
最
後
は
全
国

の
視
聴
者
を
リ
モ
ー
ト
で
つ
な
ぎ
、
会
場
の
ス

ク
リ
ー
ン
に
投
影
し
て
大
会
を
締
め
く
く
り
ま

し
た
。

　
全
農
は
今
後
も
Ｔ
Ａ
Ｃ
の
取
り
組
み
を
全
力

で
支
援
し
、
全
国
の
Ｔ
Ａ
Ｃ
の
力
を
結
集
し
て

担
い
手
や
地
域
の
課
題
に
応
え
て
い
き
ま
す
。

ほ
じ
ょ
う

　全農は１月１４日、東京・大手町のアグベンチャーラボ（ＡｇＶｅｎｔｕｒｅ Ｌａｂ）で「ＴＡＣパワーアップ大会２
０２０」を開きました。新型コロナウイルス感染拡大防止の観点から今年度はオンラインで開催し、優れた
取り組みを展開するＪＡ・ＴＡＣの表彰や事例発表を実施。取り組み意欲や活動レベルの向上に向け、担
い手や地域の課題解決に向き合うＴＡＣの役割を広く共有しました。　　　　　　　 【耕種総合対策部】

ＴＡＣパワーアップ大会
２０２０開催
意欲・活動レベルの向上へオンラインで役割を共有

４
Ｊ
Ａ
と
Ｔ
Ａ
Ｃ
９
人
、Ｔ
Ａ
Ｃ
通
信
２
Ｊ
Ａ
、

ト
ッ
プ
ラ
ン
ナ
ー
ズ
２
Ｊ
Ａ
を
表
彰

ス
マ
ー
ト
農
業
の
展
開
や

労
働
力
確
保
な
ど
取
り
組
み
報
告

受
賞
Ｔ
Ａ
Ｃ
に
加
え

石
川
選
手
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
も

リモート開催されたパワーアップ大会に参加したＪＡ、ＴＡＣと菅野会長ら

ＪＡ表彰

岐阜県 ぎふ農業協同組合 【全農会長賞】 

岩手県 岩手中央農業協同組合

岐阜県 西美濃農業協同組合

愛媛県 越智今治農業協同組合 

担い手向けＴＡＣ通信表彰
石川県 金沢市農業協同組合

兵庫県 たじま農業協同組合

ＴＡＣ表彰

岩手県 花巻農業協同組合  葛巻 剛 氏

岩手県 大船渡市農業協同組合  中村 明子 氏

岩手県 いわて平泉農業協同組合  菊地 俊郎 氏 

石川県 小松市農業協同組合  橋本 克巳 氏

石川県 石川かほく農業協同組合  櫻井 和幸 氏

愛知県 豊橋農業協同組合 古志野 瑞樹 氏

滋賀県 おうみ冨士農業協同組合  内藤 彰紀 氏

島根県 島根県農業協同組合  渡部 直樹 氏

島根県 島根県農業協同組合  片寄 俊一 氏

ＴＡＣトップランナーズＪＡ表彰

岩手県　新岩手農業協同組合 

福岡県　福岡八女農業協同組合
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ＴＡＣパワーアップ大会２０２０
活動表彰審査委員会 審査結果 

開会あいさつをする菅野会長

　
今
大
会
は
、「
出
向
く
態
勢
の
強
化
と
Ｊ
Ａ

の
総
合
力
の
発
揮
」、「
環
境
変
化
に
柔
軟
に

対
応
す
る
Ｔ
Ａ
Ｃ
活
動
の
実
践
」、「
Ｔ
Ａ
Ｃ
の

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
強
化
」を
テ
ー
マ
に
、
活
動
表
彰

や
取
り
組
み
事
例
発
表
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。

こ
の
様
子
は
Ｙｏｕ
Ｔｕ
ｂｅ 

Ｌ
ｉｖｅ
で
全
国
に

配
信
し
ま
し
た
。

　
全
農
の
菅
野
幸
雄
会
長
は
冒
頭
の
あ
い
さ
つ

で
、「
担
い
手
か
ら
の
要
望
が
多
様
化
、
専
門

化
し
て
お
り
、Ｔ
Ａ
Ｃ
に
は
地
域
農
業
の
リ
ー

ダ
ー
と
し
て
の
役
割
も
期
待
さ
れ
て
い
る
」、「
地

域
農
業
の
リ
ー
ダ
ー
づ
く
り
に
積
極
的
に
取
り

組
み
、
全
国
の
Ｔ
Ａ
Ｃ
が
よ
り
いっ
そ
う
活
躍
で

き
る
よ
う
最
大
限
支
援
し
て
い
く
」と
述
べ
ま

し
た
。

　
表
彰
式
で
は
、
全
農
会
長
賞
の
Ｊ
Ａ
ぎ
ふ
を

は
じ
め
４
Ｊ
Ａ
を
表
彰
し
た
他
、Ｔ
Ａ
Ｃ
表
彰
で

は
９
人
、
担
い
手
向
け
Ｔ
Ａ
Ｃ
通
信
表
彰
で
は

２
Ｊ
Ａ
を
表
彰
し
ま
し
た
。
ま
た
、
過
去
の
大

会
で
全
国
表
彰
を
３
回
以
上
受
賞
し
、Ｔ
Ａ
Ｃ
の

活
動
を
高
い
レ
ベ
ル
で
継
続
し
て
い
る
Ｊ
Ａ
新
い

わ
て
、Ｊ
Ａ
ふ
く
お
か
八
女
に
つ
い
て
は
、Ｔ
Ａ
Ｃ

ト
ッ
プ
ラ
ン
ナ
ー
ズ
Ｊ
Ａ
と
し
て
表
彰
し
ま
し
た
。

　
事
例
発
表
で
は
、
い
ず
れ
も
Ｔ
Ａ
Ｃ
の
出
向

全国のTACへメッセージを送るJA小松市 橋本TAC

JAおおふなと 中村TAC（右上）による大会宣言

く
活
動
を
起
点
に
、Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
の
総
合
力

を
発
揮
し
て
い
る
取
り
組
み
が
報
告
さ
れ
ま

し
た
。
具
体
的
に
は
、「
Ｚ

－

Ｇ
Ｉ
Ｓ
」な
ど
ス

マ
ー
ト
農
業
支
援
ツ
ー
ル
の
提
案
に
よ
る
栽

培
・
圃
場
管
理
の
効
率
化
や
、
担
い
手
や
実
需

者
の
ニ
ー
ズ
に
沿
っ
た
生
産
振
興
・
新
規
作
物

の
導
入
提
案
、
労
働
力
確
保
に
向
け
た
マッ
チ

ン
グ
支
援
、「
農
家
手
取
り
最
大
化
」の
実
践

な
ど
、
コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
担
い
手
や
地
域
が
抱

え
る
課
題
の
解
決
に
向
け
た
多
様
な
取
り
組
み

事
例
が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

　
受
賞
者
に
よ
る
メ
ッ
セ
ー
ジ
動
画
も
放
映
。

受
賞
Ｔ
Ａ
Ｃ
が
日
頃
の
活
動
に
対
す
る
思
い
や

こ
だ
わ
り
、
全
国
の
Ｔ
Ａ
Ｃ
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を

発
信
し
ま
し
た
。
全
農
所
属
の
卓
球
女
子
日

本
代
表
・
石
川
佳
純
選
手
か
ら
全
国
の
Ｔ
Ａ
Ｃ

へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
動
画
も
届
き
ま
し
た
。
動
画

で
は
日
頃
の
活
動
へ
の
激
励
と
、
担
い
手
と
と

も
に
日
本
農
業
を
さ
ら
に
盛
り
上
げ
て
ほ
し
い

と
の
エ
ー
ル
が
送
ら
れ
ま
し
た
。
最
後
は
全
国

の
視
聴
者
を
リ
モ
ー
ト
で
つ
な
ぎ
、
会
場
の
ス

ク
リ
ー
ン
に
投
影
し
て
大
会
を
締
め
く
く
り
ま

し
た
。

　
全
農
は
今
後
も
Ｔ
Ａ
Ｃ
の
取
り
組
み
を
全
力

で
支
援
し
、
全
国
の
Ｔ
Ａ
Ｃ
の
力
を
結
集
し
て

担
い
手
や
地
域
の
課
題
に
応
え
て
い
き
ま
す
。

ほ
じ
ょ
う

　全農は１月１４日、東京・大手町のアグベンチャーラボ（ＡｇＶｅｎｔｕｒｅ Ｌａｂ）で「ＴＡＣパワーアップ大会２
０２０」を開きました。新型コロナウイルス感染拡大防止の観点から今年度はオンラインで開催し、優れた
取り組みを展開するＪＡ・ＴＡＣの表彰や事例発表を実施。取り組み意欲や活動レベルの向上に向け、担
い手や地域の課題解決に向き合うＴＡＣの役割を広く共有しました。　　　　　　　 【耕種総合対策部】

ＴＡＣパワーアップ大会
２０２０開催
意欲・活動レベルの向上へオンラインで役割を共有

４
Ｊ
Ａ
と
Ｔ
Ａ
Ｃ
９
人
、Ｔ
Ａ
Ｃ
通
信
２
Ｊ
Ａ
、

ト
ッ
プ
ラ
ン
ナ
ー
ズ
２
Ｊ
Ａ
を
表
彰

ス
マ
ー
ト
農
業
の
展
開
や

労
働
力
確
保
な
ど
取
り
組
み
報
告

受
賞
Ｔ
Ａ
Ｃ
に
加
え

石
川
選
手
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
も

リモート開催されたパワーアップ大会に参加したＪＡ、ＴＡＣと菅野会長ら

ＪＡ表彰

岐阜県 ぎふ農業協同組合 【全農会長賞】 

岩手県 岩手中央農業協同組合

岐阜県 西美濃農業協同組合

愛媛県 越智今治農業協同組合 

担い手向けＴＡＣ通信表彰
石川県 金沢市農業協同組合

兵庫県 たじま農業協同組合

ＴＡＣ表彰

岩手県 花巻農業協同組合  葛巻 剛 氏

岩手県 大船渡市農業協同組合  中村 明子 氏

岩手県 いわて平泉農業協同組合  菊地 俊郎 氏 

石川県 小松市農業協同組合  橋本 克巳 氏

石川県 石川かほく農業協同組合  櫻井 和幸 氏

愛知県 豊橋農業協同組合 古志野 瑞樹 氏

滋賀県 おうみ冨士農業協同組合  内藤 彰紀 氏

島根県 島根県農業協同組合  渡部 直樹 氏

島根県 島根県農業協同組合  片寄 俊一 氏

ＴＡＣトップランナーズＪＡ表彰

岩手県　新岩手農業協同組合 

福岡県　福岡八女農業協同組合
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え
ひ
め
飲
料
は
、1
9
4
8
年
に

「
愛
媛
県
青
果
販
売
農
業
協
同
組

合
連
合
会
」と
し
て
発
足
し
ま
し

た
。市
場
価
格
の
暴
落
で
商
品
価
値

を
失
っ
た
ミ
カ
ン
を
有
効
活
用
し
、ミ

カ
ン
産
業
の
振
興
に
寄
与
す
る
こ
と

を
目
的
に
1
9
5
2
年
に
果
汁
加

工
事
業
を
開
始
。以
降
、柑
橘
生
産

者
の
下
支
え
と
し
て
事
業
を
展
開

し
て
き
ま
し
た
。青
果
市
場
へ
出
荷

で
き
な
い
規
格
外
の
果
実
や
市
場
価

格
安
定
の
た
め
の
調
整
果
実
を
生

産
者
か
ら
Ｊ
Ａ
を
通
し
て
購
入
し
、

ジ
ュ
ー
ス
や
果
汁
に
加
工
、販
売
し
て

得
た
利
益
を
、生
産
者
へ
還
元
す
る

こ
と
が
加
工
事
業
の
大
き
な
役
割
で

し
た
。

　
1
9
9
8
年
に
愛
媛
県
経
済
農

業
協
同
組
合
連
合
会
と
合
併
し
、

愛
媛
県
農
業
協
同
組
合
連
合
会
と

な
り
、2
0
0
3
年
に「
㈱
え
ひ
め

飲
料
」を
設
立
。現
在
は
、松
山
工

場
、東
京
工
場
、茨
城
工
場
の
3
工

場
体
制
で
搾
汁
か
ら
各
種
清
涼
飲

料
水
の
製
造・販
売
を
中
心
に
事
業

を
展
開
し
て
い
ま
す
。

　
現
在
の
主
要
事
業
の
一
つ
が
、

P
O
M
事
業
で
す
。お
な
じ
み
の
ポ

ン
ジ
ュ
ー
ス
の
他
、愛
媛
県
産
や
国
産

に
こ
だ
わ
っ
た
Ｐ
Ｏ
Ｍ
ブ
ラ
ン
ド
製
品

を
発
売
し
て
い
ま
す
。さ
ま
ざ
ま
な

柑
橘
を
素
材
に
、果
汁
の
お
い
し
さ

や
健
康
、な
に
よ
り
も
安
全
・
安
心

な
商
品
の
提
供
に
力
を
入
れ
て
い

ま
す
。

　
各
種
果
汁
・
農
産
加
工
品
の
製

造・販
売
に
も
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

か
つ
て
は
ミ
カ
ン
果
汁
を
は
じ
め
国

産
果
汁
や
、県
下
Ｊ
Ａ
加
工
場
で
製

造
さ
れ
る
農
産
加
工
品
を
中
心
に

販
売
し
て
い
ま
し
た
が
、現
在
は
国

産
加
工
原
料
の
減
少
に
伴
い
、こ
れ

ま
で
培
っ
て
き
た
知
見
や
加
工
技
術

を
生
か
し
て
一
部
、海
外
産
果
汁
農

産
加
工
品
も
取
り
扱
って
い
ま
す
。

　
ま
た
、大
手
飲
料
メ
ー
カ
ー
や
乳

業
メ
ー
カ
ー
か
ら
各
種
飲
料
製
品

の
製
造
も
受
託
す
る
O
E
M
事
業

も
展
開
し
て
い
ま
す
。

　
近
年
の
飲
料
業
界
は
、容
器
や

包
材
の
製
造
技
術
・
設
備
が
急
激

に
進
化
し
て
お
り
、そ
の
流
れ
に
追

随
し
な
け
れ
ば
生
き
残
れ
な
い
、

厳
し
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。こ
う

し
た
中
、現
在
の
飲
料
製
造
設
備

の
主
流
は
、工
場
内
で
ボ
ト
ル
を
成

型
し
常
温
で
充
填
を
行
う
ペ
ッ
ト

ボ
ト
ル
無
菌
充
填
ラ
イ
ン
と
な
っ
て

い
ま
す
。え
ひ
め
飲
料
で
は
こ
の
設

備
を
2
0
1
4
年
に
茨
城
工
場
、

2
0
1
9
年
に
東
京
工
場
に
導
入

し
、関
東
2
工
場
で
の
製
造
体
制
を

確
立
。こ
れ
に
よ
り
、
一
層
の
Ｐ
Ｏ

Ｍ
ブ
ラ
ン
ド
製
品
の
収
益
拡
大
や
、

Ｏ
Ｅ
Ｍ
製
品
の
受
託
獲
得
を
進
め
て

い
ま
す
。

　
長
年
に
わ
た
る
試
験・研
究
成
果

に
よ
り
、ミ
カ
ン
に
多
く
含
ま
れ
、骨

の
良
好
な
代
謝
を
助
け
骨
の
健
康

維
持
に
役
立
つ
と
い
わ
れ
る
機
能
性

成
分「
β
―
ク
リ
プ
ト
キ
サ
ン
チ
ン
」

を
ア
ピ
ー
ル
し
た
ミ
カ
ン
ジ
ュ
ー
ス
や
、

認
知
機
能（
記
憶
力
）の
維
持
に
効

高
い
加
工
技
術
生
か
し
商
品
開
発

愛
媛
県
産
柑
橘
の
生
産
者
を
下
支
え

　ポ
ン
ジ
ュ
ー
ス
を
は
じ
め
と
す
る
P
O
M
ブ
ラ
ン
ド
製
品
の
製
造
・
販
売
や
大
手
飲
料
メ
ー
カ
ー
製
品
の
受
託
製

造
な
ど
、
幅
広
く
飲
料
事
業
を
手
掛
け
て
い
る
の
が
株
式
会
社
え
ひ
め
飲
料
で
す
。
長
年
培
っ
て
き
た
高
い
加
工

技
術
を
生
か
し
、
安
全
・
安
心
で
魅
力
あ
る
商
品
を
開
発
。
事
業
の
基
盤
と
な
る
県
産
柑
橘
生
産
者
の
下
支
え
の

役
割
を
、
一
貫
し
て
追
求
し
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　【広
報
・
調
査
部
】

公式ホームぺージ
はこちら

果
が
期
待
で
き
る「
オ
ー
ラ
プ
テ
ン
」

を
含
む
河
内
晩
柑
の
ジ
ュ
ー
ス
な
ど
、

機
能
性
表
示
食
品
の
開
発
に
積
極

的
に
取
り
組
み
、愛
媛
県
産
柑
橘
の

消
費
拡
大
に
貢
献
し
て
い
ま
す
。

　「
県
外
不
出
」と
し
て
話
題
を
呼

ん
だ
幻
の「
ポ
ン
ジ
ュ
ー
ス
蛇
口
」は
、

松
山
空
港
で
毎
月
1
回
、空
港
利

用
客
に
無
料
で
ジ
ュ
ー
ス
を
提
供
し
、

喜
ば
れ
て
き
ま
し
た
。2
0
1
1
年

の
東
日
本
大
震
災
発
生
時
に

は
、そ
れ
ま
で
堅
持
し
て
き
た

県
外
不
出
の
掟
を
破
り
、東
北

の
被
災
地
に
蛇
口
を
設
置
。被

災
地
の
方
々
を
少
し
で
も
元
気

づ
け
た
い
と
、ポ
ン
ジ
ュ
ー
ス
を
無

料
提
供
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、柑
橘
の
加
工
技
術
に
関

わ
る
さ
ま
ざ
ま
な
知
識・技
術
は

日
本
の
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
で
す
。ポ
ン

製
品
だ
け
で
な
く
国
内
で
販
売

　近年は、原料果

実も少量多品種

化が進んでいます

が、生産者から出荷される原料用果

実は品種を問わずすべて引き取り、

生産者の下支えになるという考えは、

創業当時からそのまま受け継いでい

ます。残念ながらミカンの生産量は、

1970年代ピーク時の5分の１、加工

用原料果実は約20分の1まで減少

し、果汁加工事業には大変厳しい事

業環境となっています。厳しい環境下

ですが、きよみやポンカンといった温

州ミカン以外の柑橘を有効活用した

「えひめ逸品柑橘シリーズ」など、特

徴のある柑橘飲料を量販店へ販売、

通販サイトへも愛媛ならではの製品を

展開し、県産柑橘の消費拡大に努め

ています。

愛媛県松山市安城寺町４７８

清涼飲料水の製造・販売、柑
橘の搾汁、果汁農産加工品
の製造、仕入、販売

平成15年4月

山本  卓治（やまもと  たくや）

３２７人（臨時、受入出向者、パート含む）

件名に「グループ会社探訪プレゼント」、本文に
郵便番号、住所、氏名、年齢、所属JA、電話番
号、JA全農ウィークリーの感想をご記入の上、
メールにてご応募ください。

zz_zk_zennohweekly@zennoh.or.jp

令和3年2月5日（金）23時59分

さ
れ
て
い
る
飲
料
等
は
、え
ひ
め
飲
料

が
携
わ
っ
た
原
料
が
数
多
く
あ
り
ま

す
。愛
媛
県
の
小
学
3
年
生
の
社
会

科
の
授
業
の
一
環
で
、毎
年
40
〜
50

校
、約
4
0
0
0
人
の
児
童
の
工
場

商品紹介をはじめ、ポン
ジュースの歴史や名前の由
来、ポンジュースを使ったレ
シピなどを紹介しています。

見
学
を
長
年
に
わ
た
り
受
け
入
れ
る

な
ど
、地
域
に
根
差
し
た
活
動
に
も

力
を
入
れ
て
い
ま
す
。

会社の概要 （令和2年3月31日現在）

本社所在地

事業内容

設立年月

代表者
従業員数

本社（松山市安城寺町）

「
こ
だ
わ
り
は
ま
じ
め
で
す
。」P
O
M
製
品県

外
不
出
の「
ポ
ン
ジ
ュ
ー
ス
蛇
口
」

搾汁のために運び込まれた大量のミカン

株
式
会
社
え
ひ
め
飲
料

全
農
グ
ル
ー
プ

会
社
探
訪代表取締役社長

山本 卓治氏

愛媛ならではの特徴ある
製品展開で消費拡大

ミ
カ
ン
価
格
暴
落
契
機
に
発
足

P
O
M
製
品
販
売
か
ら

大
手
メ
ー
カ
ー
の
受
託
製
造
も

事
業
強
化
へ
容
器
・

包
材
製
造
の
体
制
整
備

柑
橘
の
新
た
な
価
値
創
造
、

被
災
地
・
地
域
支
援
に
も
力

じ
ゅ
う
て
ん

か
ん
き
つ

えひめ飲料の「POM愛媛の柑橘ジュース詰め合わせ」を
5名様にプレゼントします

応募方法

応募先
締め切り

※応募者多数の場合は抽選で当選者を決定い
たします。また、当選の発表はプレゼントの発
送をもって代えさせていただきます。

※いただいた個人情報は、プレゼントの発送に
のみ使用いたします。
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え
ひ
め
飲
料
は
、1
9
4
8
年
に

「
愛
媛
県
青
果
販
売
農
業
協
同
組

合
連
合
会
」と
し
て
発
足
し
ま
し

た
。市
場
価
格
の
暴
落
で
商
品
価
値

を
失
っ
た
ミ
カ
ン
を
有
効
活
用
し
、ミ

カ
ン
産
業
の
振
興
に
寄
与
す
る
こ
と

を
目
的
に
1
9
5
2
年
に
果
汁
加

工
事
業
を
開
始
。以
降
、柑
橘
生
産

者
の
下
支
え
と
し
て
事
業
を
展
開

し
て
き
ま
し
た
。青
果
市
場
へ
出
荷

で
き
な
い
規
格
外
の
果
実
や
市
場
価

格
安
定
の
た
め
の
調
整
果
実
を
生

産
者
か
ら
Ｊ
Ａ
を
通
し
て
購
入
し
、

ジ
ュ
ー
ス
や
果
汁
に
加
工
、販
売
し
て

得
た
利
益
を
、生
産
者
へ
還
元
す
る

こ
と
が
加
工
事
業
の
大
き
な
役
割
で

し
た
。

　
1
9
9
8
年
に
愛
媛
県
経
済
農

業
協
同
組
合
連
合
会
と
合
併
し
、

愛
媛
県
農
業
協
同
組
合
連
合
会
と

な
り
、2
0
0
3
年
に「
㈱
え
ひ
め

飲
料
」を
設
立
。現
在
は
、松
山
工

場
、東
京
工
場
、茨
城
工
場
の
3
工

場
体
制
で
搾
汁
か
ら
各
種
清
涼
飲

料
水
の
製
造・販
売
を
中
心
に
事
業

を
展
開
し
て
い
ま
す
。

　
現
在
の
主
要
事
業
の
一
つ
が
、

P
O
M
事
業
で
す
。お
な
じ
み
の
ポ

ン
ジ
ュ
ー
ス
の
他
、愛
媛
県
産
や
国
産

に
こ
だ
わ
っ
た
Ｐ
Ｏ
Ｍ
ブ
ラ
ン
ド
製
品

を
発
売
し
て
い
ま
す
。さ
ま
ざ
ま
な

柑
橘
を
素
材
に
、果
汁
の
お
い
し
さ

や
健
康
、な
に
よ
り
も
安
全
・
安
心

な
商
品
の
提
供
に
力
を
入
れ
て
い

ま
す
。

　
各
種
果
汁
・
農
産
加
工
品
の
製

造・販
売
に
も
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

か
つ
て
は
ミ
カ
ン
果
汁
を
は
じ
め
国

産
果
汁
や
、県
下
Ｊ
Ａ
加
工
場
で
製

造
さ
れ
る
農
産
加
工
品
を
中
心
に

販
売
し
て
い
ま
し
た
が
、現
在
は
国

産
加
工
原
料
の
減
少
に
伴
い
、こ
れ

ま
で
培
っ
て
き
た
知
見
や
加
工
技
術

を
生
か
し
て
一
部
、海
外
産
果
汁
農

産
加
工
品
も
取
り
扱
って
い
ま
す
。

　
ま
た
、大
手
飲
料
メ
ー
カ
ー
や
乳

業
メ
ー
カ
ー
か
ら
各
種
飲
料
製
品

の
製
造
も
受
託
す
る
O
E
M
事
業

も
展
開
し
て
い
ま
す
。

　
近
年
の
飲
料
業
界
は
、容
器
や

包
材
の
製
造
技
術
・
設
備
が
急
激

に
進
化
し
て
お
り
、そ
の
流
れ
に
追

随
し
な
け
れ
ば
生
き
残
れ
な
い
、

厳
し
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。こ
う

し
た
中
、現
在
の
飲
料
製
造
設
備

の
主
流
は
、工
場
内
で
ボ
ト
ル
を
成

型
し
常
温
で
充
填
を
行
う
ペ
ッ
ト

ボ
ト
ル
無
菌
充
填
ラ
イ
ン
と
な
っ
て

い
ま
す
。え
ひ
め
飲
料
で
は
こ
の
設

備
を
2
0
1
4
年
に
茨
城
工
場
、

2
0
1
9
年
に
東
京
工
場
に
導
入

し
、関
東
2
工
場
で
の
製
造
体
制
を

確
立
。こ
れ
に
よ
り
、
一
層
の
Ｐ
Ｏ

Ｍ
ブ
ラ
ン
ド
製
品
の
収
益
拡
大
や
、

Ｏ
Ｅ
Ｍ
製
品
の
受
託
獲
得
を
進
め
て

い
ま
す
。

　
長
年
に
わ
た
る
試
験・研
究
成
果

に
よ
り
、ミ
カ
ン
に
多
く
含
ま
れ
、骨

の
良
好
な
代
謝
を
助
け
骨
の
健
康

維
持
に
役
立
つ
と
い
わ
れ
る
機
能
性

成
分「
β
―
ク
リ
プ
ト
キ
サ
ン
チ
ン
」

を
ア
ピ
ー
ル
し
た
ミ
カ
ン
ジ
ュ
ー
ス
や
、

認
知
機
能（
記
憶
力
）の
維
持
に
効

高
い
加
工
技
術
生
か
し
商
品
開
発

愛
媛
県
産
柑
橘
の
生
産
者
を
下
支
え

　ポ
ン
ジ
ュ
ー
ス
を
は
じ
め
と
す
る
P
O
M
ブ
ラ
ン
ド
製
品
の
製
造
・
販
売
や
大
手
飲
料
メ
ー
カ
ー
製
品
の
受
託
製

造
な
ど
、
幅
広
く
飲
料
事
業
を
手
掛
け
て
い
る
の
が
株
式
会
社
え
ひ
め
飲
料
で
す
。
長
年
培
っ
て
き
た
高
い
加
工

技
術
を
生
か
し
、
安
全
・
安
心
で
魅
力
あ
る
商
品
を
開
発
。
事
業
の
基
盤
と
な
る
県
産
柑
橘
生
産
者
の
下
支
え
の

役
割
を
、
一
貫
し
て
追
求
し
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　【広
報
・
調
査
部
】

公式ホームぺージ
はこちら

果
が
期
待
で
き
る「
オ
ー
ラ
プ
テ
ン
」

を
含
む
河
内
晩
柑
の
ジ
ュ
ー
ス
な
ど
、

機
能
性
表
示
食
品
の
開
発
に
積
極

的
に
取
り
組
み
、愛
媛
県
産
柑
橘
の

消
費
拡
大
に
貢
献
し
て
い
ま
す
。

　「
県
外
不
出
」と
し
て
話
題
を
呼

ん
だ
幻
の「
ポ
ン
ジ
ュ
ー
ス
蛇
口
」は
、

松
山
空
港
で
毎
月
1
回
、空
港
利

用
客
に
無
料
で
ジ
ュ
ー
ス
を
提
供
し
、

喜
ば
れ
て
き
ま
し
た
。2
0
1
1
年

の
東
日
本
大
震
災
発
生
時
に

は
、そ
れ
ま
で
堅
持
し
て
き
た

県
外
不
出
の
掟
を
破
り
、東
北

の
被
災
地
に
蛇
口
を
設
置
。被

災
地
の
方
々
を
少
し
で
も
元
気

づ
け
た
い
と
、ポ
ン
ジ
ュ
ー
ス
を
無

料
提
供
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、柑
橘
の
加
工
技
術
に
関

わ
る
さ
ま
ざ
ま
な
知
識・技
術
は

日
本
の
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
で
す
。ポ
ン

製
品
だ
け
で
な
く
国
内
で
販
売

　近年は、原料果

実も少量多品種

化が進んでいます

が、生産者から出荷される原料用果

実は品種を問わずすべて引き取り、

生産者の下支えになるという考えは、

創業当時からそのまま受け継いでい

ます。残念ながらミカンの生産量は、

1970年代ピーク時の5分の１、加工

用原料果実は約20分の1まで減少

し、果汁加工事業には大変厳しい事

業環境となっています。厳しい環境下

ですが、きよみやポンカンといった温

州ミカン以外の柑橘を有効活用した

「えひめ逸品柑橘シリーズ」など、特

徴のある柑橘飲料を量販店へ販売、

通販サイトへも愛媛ならではの製品を

展開し、県産柑橘の消費拡大に努め

ています。

愛媛県松山市安城寺町４７８

清涼飲料水の製造・販売、柑
橘の搾汁、果汁農産加工品
の製造、仕入、販売

平成15年4月

山本  卓治（やまもと  たくや）

３２７人（臨時、受入出向者、パート含む）

件名に「グループ会社探訪プレゼント」、本文に
郵便番号、住所、氏名、年齢、所属JA、電話番
号、JA全農ウィークリーの感想をご記入の上、
メールにてご応募ください。

zz_zk_zennohweekly@zennoh.or.jp

令和3年2月5日（金）23時59分

さ
れ
て
い
る
飲
料
等
は
、え
ひ
め
飲
料

が
携
わ
っ
た
原
料
が
数
多
く
あ
り
ま

す
。愛
媛
県
の
小
学
3
年
生
の
社
会

科
の
授
業
の
一
環
で
、毎
年
40
〜
50

校
、約
4
0
0
0
人
の
児
童
の
工
場

商品紹介をはじめ、ポン
ジュースの歴史や名前の由
来、ポンジュースを使ったレ
シピなどを紹介しています。

見
学
を
長
年
に
わ
た
り
受
け
入
れ
る

な
ど
、地
域
に
根
差
し
た
活
動
に
も

力
を
入
れ
て
い
ま
す
。

会社の概要 （令和2年3月31日現在）

本社所在地

事業内容

設立年月

代表者
従業員数

本社（松山市安城寺町）

「
こ
だ
わ
り
は
ま
じ
め
で
す
。」P
O
M
製
品県

外
不
出
の「
ポ
ン
ジ
ュ
ー
ス
蛇
口
」

搾汁のために運び込まれた大量のミカン

株
式
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え
ひ
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飲
料

全
農
グ
ル
ー
プ

会
社
探
訪代表取締役社長

山本 卓治氏

愛媛ならではの特徴ある
製品展開で消費拡大

ミ
カ
ン
価
格
暴
落
契
機
に
発
足

P
O
M
製
品
販
売
か
ら

大
手
メ
ー
カ
ー
の
受
託
製
造
も

事
業
強
化
へ
容
器
・

包
材
製
造
の
体
制
整
備

柑
橘
の
新
た
な
価
値
創
造
、

被
災
地
・
地
域
支
援
に
も
力

じ
ゅ
う
て
ん

か
ん
き
つ

えひめ飲料の「POM愛媛の柑橘ジュース詰め合わせ」を
5名様にプレゼントします

応募方法

応募先
締め切り

※応募者多数の場合は抽選で当選者を決定い
たします。また、当選の発表はプレゼントの発
送をもって代えさせていただきます。
※いただいた個人情報は、プレゼントの発送に
のみ使用いたします。
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『ＪＡ全農ウィークリー』の
ツイッターはこちらから

発行／全国農業協同組合連合会　2021年（令和3年）1月25日発行（毎週月曜日発行）
第3346号　編集・発行人／広報・調査部　新妻成一　
〒100̶6832 東京都千代田区大手町1丁目3番１号ＪＡビル  ＴＥＬ03（6271）8055

ＪＡ全農えひめ直販ショップ

　愛媛県オリジナルの柑橘「甘平」は、2007年8月に品
種登録され、愛媛県内でだけ栽培が認められている品種
です。特徴的な平らな外見と、強い甘みがその名前の由来
となっています。栽培がとても難しく生産量も少ないため、
希少な柑橘として販売されています。
　「甘平」の果肉は、シャキッとしたプチプチ食感。果汁も
たっぷりで、濃厚な味わいです。手で皮がむきやすく、じょ
うのう(薄皮)は薄いので、そのままお召し上がりいただけ
ます。

JA全農のインターネットショッピングモール

JAタウンはこちらから https://www.ja-town.com
お問い合わせは shop@ja-town1.com

ご注文は
こちらから

甘平 (秀Ｌ15玉～3Ｌ10玉)ＪＡにしうわ
……6000円（税込み）

JA全農提供FM番組（TOKYO FM／JFN38局）
毎週木曜日15：50～16：00（放送時間はFM局で異なります）
国産農畜産物の魅力や美味しさをお届けします！

受
賞
を
喜
ぶ
代
表
生
徒
と
関
係
者
の
皆
さ
ん

Ｂ
Ｏ
Ｘ
大（
上
）と
Ｂ
Ｏ
Ｘ
小

　全農は、昨年度から同大会に特別協賛しており、12月
21日に同校を訪問し、代表生徒や校長ら関係者に副賞と
して全農賞（農作業用キャップ、全農グループブランド菓子
詰め合わせ）を授与しました。また、当日は地元のＪＡ山形
おきたまの木村敏和組合長もお祝いに駆けつけ、大会優
勝旗を手渡していただきました。
　全農は、お米甲子園への協賛を通じて、未来の米作り
を担う高校生を支援するとともに、お米への関心を高め、
お米の消費拡大を図ります。

　全農東北プロジェクトは昨年12月から、東北6県の花を詰め合わせた「東北六花（とうほく
ろっか）」をＥＣ（電子取引）で販売を始めました。　 【東北営農資材事業所・東北６県本部】

　「東北六花」は、全農東北プロジェクトが新
型コロナの影響で需要が減少する花き業界と
生産者支援の目的で、花のＥＣ販売サービス
「花ＢＯＸ」とタイアップして企画しました。東北6
県のＪＡから出荷されている花を詰め合わせて
販売しています。
　同商品は、家族や友人とシェアできる「大

「お米甲子園」最高金賞の山形県立置賜農高に全農賞

花き生産者支援のため「花BOX」とタイアップ
東北６県の花の詰め合わせ「東北六花」EC販売

サイズＢＯＸ」と、ちょっとした贈り物や一輪挿
しにもぴったりな「小サイズＢＯＸ」の2種類あ
ります。
　ＳＮＳのインスタグラムで「#東北
を飾ろう」とハッシュタグを付けて投
稿すると特設サイトで紹介されるよ
うにし、産地応援につなげます。

購入は
こちらから

かんきつ  かんぺい

おきたま
　全国の農業高校生たちが育てたお米のおいしさを競う大会「第11回全国農業高校お米甲子園」が咋年11月28日、
無観客で開かれ山形県立置賜農業高校が「最高金賞」を受賞しました。　　　　　　　　　　　　　  【米穀部】

全
農
グ
ル
ー
プ
会
社
探
訪

　
　
　
　株
式
会
社
え
ひ
め
飲
料（
広
報･

調
査
部
）

「スマート みどりくんⓇ」
 2020年農業技術10大ニュースに選定
（営農・技術センター肥料研究室）

ドライブシアター形式の展示会初開催
（茨城県本部）

「アグリチャレンジ２０２０」開催
（富山県本部）

全国Ａコープ協同機構が
ＳＤＧｓ対応方針策定（くらし支援事業部）

ＴＡＣパワーアップ大会２０２０開催
（耕種総合対策部）

「お米甲子園」最高金賞の
山形県立置賜農高に全農賞
（米穀部）

東北６県の花の詰め合わせ
「東北六花」EC販売
（東北営農資材事業所・東北６県本部）

ＪＡタウンショップ紹介
　ＪＡ全農えひめ直販ショップ

6-7面

Web版JA全農ウィークリーは
こちらから

https://www.zennoh-weekly.jp/

82

3

皆さまからの温かい応援ありがとうございました。
全日本卓球選手権大会  女子シングルス優勝  石川佳純（全農）
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